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陽性

240例の内視鏡治療をした
分化型胃がん患者中、
ピロリ菌陰性は1例※1239

陰性1（0.42%）

（99.58%）

陽性

3,161例の外科手術および
内視鏡治療をした分化型、
未分化型胃がん患者中、
ピロリ菌陰性は 21例※23,140

陰性21（0.66%）

（99.34%）

胃がん発症
リスク

感染 除菌除菌除菌除菌除菌 除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌除菌

萎縮性胃炎の進行度
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がんリスクは
限りなく0（ゼロ）※3
がんリスクは
1/3程度に低下※4
がんリスクの低下は
期待できない※3

胃
が
ん
発
生
母
地

ピロリ菌と胃がんの関係

早めの除菌治療でリスクが減らせる
ピロリ菌に感染し、胃炎を患った年月が長ければ長いほど、胃がんのリスクは高くなります。
下の図は除菌治療した年齢によって、胃がんの発症リスクが変化することをあらわしたものです。
25歳で除菌治療をしたAさんと55歳で除菌治療したBさん、二人の間のリスク値には大きな差があります。
この図からは、若いうちに除菌治療すれば一生涯にわたって胃がんを予防できることがわかります。
早ければ早いほど、リスクを下げられるのです。
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ピロリ菌は胃がんの発生要因
ピロリ菌は胃がんのリスク要因※であることが示されています。
胃がんは世界の部位別死亡数でも上位を占める疾患です。胃がん患
者では高い確率でピロリ菌が検出されることが報告されています。
※出典：WHO（世界保健機関）の IARC（国際がん研究機関）胃がん予防戦略としてのピロリ菌除菌に関する報告書

感染から胃がん発生まで
ピロリ菌に感染すると、表層性胃炎から萎縮性胃炎となり、これが
胃がんの発生母地となります。さらに進行して腸上皮化生になると、
リスクの低下は期待できないと言われています。

ピロリ菌という言葉を聞いたことはありますか？
実はこのピロリ菌、胃がんの発生要因のひとつなのです。
胃がん患者のほとんどの人が、この菌に感染しているといわれています。
しかし早期に対処すれば、将来の胃がんのリスクを下げられることがわかっています。
ピロリ菌のリスク検査で抗体を調べることは、胃がん予防の第一歩。
若い従業員の将来の健康を守るために、また健康経営の切り札として、ぜひこの検査をご活用ください。

もし、胃がんが
予防できる病気だったら？

除菌のタイミング

ピロリ菌
尿中抗体検査
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■ 以下に該当する方は胃内視鏡検査受診サポートの対象外となります
 ・現在胃がんに罹患している方、または過去に胃がんに罹患したことのある方
 ・過去に医療機関でピロリ菌検査を実施し、陽性と判定された方、
 　または陽性と診断され除菌治療を行った方
■ 当検査の限界
当検査では、泌尿器系の疾患、感染症の罹患、血尿などを伴うその他の症状
のある方では、正しい測定結果とならない場合があります。

注意事項
また、何らかの症状の確定診断に用いることのできる指標は含まれておりません。
また、生体由来成分とは異なる異物に該当するものが混入していた場合、外部
要因による尿検体の変性等が生じた場合にも、正しい結果が得られない場合が
あります。

■ 免責事項
本検査はピロリ菌感染、胃腸症状、胃がん、その他の症状に関する診断・確定
ができる検査ではありません。
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ピロリ菌尿中抗体検査

（＋）判定で

胃内視鏡
　　　つき

ピロリ菌
検査のみ

ピロリ菌抗体の有無を調べるシンプルな検査プランです。

尿中のピロリ菌抗体の有無を調べる検査と、（＋）判定の場合に
胃内視鏡検査の受診サポートがセットになったプランです。

・ 18歳～ 34歳の方
・ 胃がんに罹患したことがない方
・ 過去に医療機関でピロリ菌検査を実施し、
 陽性と判定されたことがない方 7,480円（税込）

4,480円（税込）

ピロリ菌尿中抗体検査 ＋ 胃内視鏡検査受診サポート

ピロリ菌尿中抗体検査

ピロリ菌尿中抗体検査＋
胃内視鏡検査受診サポート

（＋）判定となった場合、全国約330か所の提携医療機関にて胃内視鏡検査をお受けいただけます。
（税込３万円までサポート）

・ 全年齢の方

プリベントメディカル株式会社
東京都中央区日本橋小舟町9-18エミネント人形町ビル4F  https://preventme.co.jp/
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検査の流れ

検査セットをお届け お客様情報の登録 採尿してポストイン 結果はメールで確認

検査の流れ

検査セットをお届け お客様情報の登録 採尿してポストイン 結果はメールで確認

(+)判定と
なったら

メールでご連絡 提携医療機関を決定 胃内視鏡検査を受診


